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令和６年度 第１回 弘前市総合教育会議 会議録 

 

日時 令和７年１月 30 日（木） 

 午後３時 0０分～午後４時 10 分 

場所 岩木庁舎２階 多目的ホール 

◇議事日程 

１ 開会 

２ 市長挨拶 

３ 議事 

○協議事項 

 「郷土を愛する心を醸成するためには～地域の特色ある文化財の活用～」 

①地域の特色ある文化財の活用 

②市事業を活用する学校の固定化や取組のマンネリ化からの脱却 

４ 閉会 

 

◇出席者 

弘前市長 櫻田 宏、教育長 吉田 健、教育長職務代理者 日景 弥生、 

教育委員 村谷 要、教育委員 齋藤 由紀子、教育委員 伊東 重豪 

 

◇司会及び説明のため出席した者の職氏名 

教育部長 成田 正彦、文化財課長 石岡 博之 

 

◇その他出席した者の職氏名 

学校教育推進監 福田 真実、教育総務課長 高谷 由美子、 

学校整備課長 高山 知己、学務健康課長 相馬 隆範、 

学校指導課長 工藤 利彦、教育センター所長 成田 頼昭、 

生涯学習課長 原 直美、中央公民館長補佐 髙森 紀之、 

博物館長兼高岡の森弘前藩歴史館長 熊谷 義昭 

 

 

午後３時 0０分 開会 

 

○市長（櫻田 宏） 令和６年度弘前市総合教育会議の開催にあたり、ご挨拶を申

し上げます。皆様には、ご多用のなかご出席をいただきまして、誠にありが

とうございます。また、日頃から、教育行政をはじめ、市政各般にわたり格

別のご理解とご協力を賜りまして、厚くお礼を申し上げます。本会議は、教
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育のあるべき姿や課題を市と教育委員会が共有し、連携を強めながら教育行

政の推進を図ることを目的に開催するものであります。 

市では、弘前市総合計画において、「みんなで創り みんなをつなぐ あ

ずましいりんご色のまち」を将来都市像に掲げ、その重要な施策の一つとし

て「郷土弘前を愛し、自然や歴史・文化財に親しむ心の醸成」を図っていくこ

ととしております。 

当市は、岩木山に代表される豊かな自然景観と、大浦城から始まり堀越城、

弘前城へと続く、城下町としての町並みや歴史的建造物等が失われずに、良

好な状態で保全、活用されている東北屈指の文化都市であります。 

弘前城は築城当時の形状をそのままにしています。全国を見渡すと、お堀

があると、埋め立てて道路にしている。お城の中の方は、空き地があると建物

を建てる。といったことがほとんどですが、弘前の場合は 30 のお堀をはじめ、

築城当時の形状が残されてきた貴重な財産であります。 

また、地域に根づいた身近な文化資源や伝統芸能、伝統行事も数多く残っ

ており、これらの保存活用を通じて、子どもたちの郷土を愛する心を育み、弘

前の未来を支え創る人材を育成するための教育環境づくりに取り組んでいる

ところであります。 

本日の会議では、市の取組の更なる推進を目指し、「郷土を愛する心を醸

成するためには～地域の特色ある文化財の活用～」を協議事項とさせていた

だき、皆様と率直な意見交換をさせていただきたいと考えております。 

皆様からのご意見を参考に、今後も市民の皆様が愛着と誇りを感じ、また、

訪れる人の心にも刻まれる街づくりに邁進してまいりますので、なお一層の

ご理解とご協力を賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

本日は限られた時間ではありますが、実りの多い会議となりますよう、お

願いいたしまして、挨拶といたします。どうぞよろしくお願いいたします。 

○市長（櫻田 宏） それでは、議事に入ります。協議事項は、「郷土を愛する心

を醸成するためには～地域の特色ある文化財の活用～」でありますが、今回は

２つの協議の視点を設定して進めたいと思います。１つ目は「地域の特色ある

文化財の活用」、２つ目は「市事業を活用する学校の固定化や取組のマンネリ

化からの脱却」であります。まずはこれらについて、事務局から説明をお願い

します。 

○文化財課長（石岡 博之） 本日の議題であります「郷土を愛する心を醸成する

ためには～地域の特色ある文化財の活用～」につきましてご説明いたします。 

当市は、弘前城をはじめ、多くの文化財を有する東北屈指の文化都市であ

ります。議題を「地域の特色ある文化財の活用」としたのは文化財を国等が指

定した文化財だけでなく、それぞれの地域の歴史や文化、風習、祭り、伝統的
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な遊びや工芸など幅広く捉え、地域の特色を形成しているこれらの文化資源

を学校教育へ活用してもらいたいというものです。 

身近にある文化財は、子どもたちにとっては当たり前のものとなっており、

大人も含めその魅力や価値に気付いていない人も多く、学校におきましても

活用状況に差がある現状にあります。 

文化財に関連した学校向けの取組として、教育委員会では資料裏面に記載

したさまざまな取組をしてまいりました。取り組みの例といたしましては、

別添資料にありますとおり地域の文化財について自らの足で歩いて調べる

「文化財マップ事業」や、年齢に応じたクイズ形式で文化財の魅力に気付いて

もらおうと実施している出前講座、地域の特色を活用して体験活動を行う「未

来をつくるこども育成事業」などがあり工夫を凝らしながらすすめてまいり

ました。しかしながら、市の事業を活用する学校が固定化するなど、新規参加

校が増えず、子どもたちの興味や関心を引き出すための工夫をした取組が必

要な学校もあるという課題があります。 

郷土を大切にし、将来の弘前を支え創る人材の育成を目指すためには、次

世代を担う小・中学生に地域の特色ある文化財を題材とする学びを通して、

その魅力や価値に気付かせ、まずは興味の入り口に立ってもらうために、教

育委員会としてできる取組につきまして再検討が必要となっております。 

説明は以上です。また、ひろさき卍学事業で作成している補助資料冊子を

お手元に配付しておりますので、ご参考としていただければと思います。 

○市長（櫻田 宏） 事務局から説明がありました。ここで皆さんからご意見を伺

いたいと思います。 

弘前のまちを築いた津軽氏は、鯵ヶ沢町の種里に南部光信公が岩手県の久

慈市からおよそ 530 年前に入り、そこで種里城を築きます。これが津軽氏の

始祖ということで 4 代 5 代後に津軽為信が岩木山を統一することとなり、岩

木山を挟んで、大浦城、堀越城、弘前城を築城して、弘前市の礎を築き、現在

まで脈々と、歴史が刻まれて参りました。 

その弘前には、多くの歴史的建造物が残されております。昨年、旧弘前偕

行社が弘前市の所有となり、教育委員会の所管となりました。今後活用され

ていくことが大いに期待されるところであります。 

一方で、当市は文化資源に溢れた魅力あるまちでありますが、その魅力が

十分に子どもたちや市民に認識されていないという課題もあります。 

文化資源は古いものだけでなく、例えば昭和についても、中央弘前の駅舎

であったり、土手町の商店街など、昭和の現存する建物なども未来へ繋がる

文化財となっている可能性があり、今を学べば将来も見えてくると思います。 

また、昨日から埼玉県で発生した下水道管の漏えいからの地盤の沈下、イ
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ンフラ整備についても、学ぶ必要があると感じていました。 

というのは、ちょうど私、一昨日、インフラメンテナンス市区町村長会議

の東北ブロック会議に出席をしてきたところです。今、しっかりと維持して

いくという、保全予防という形で取り組んでいくことは、実際に事故が発生

してから復旧にかける金額の、もう半分ぐらいで済むのですよね。この考え

方が、国土交通省の方では推進していきたいということで、全国の自治体が

加入しているインフラメンテナンス市区町村長会議です。これに弘前市が参

加して、その考えに基づいて進めていかなきゃいけないというのも、今のこ

の次の時代、その次の時代の子どもたちに、資源として財産として残せるの

か、負の財産となるより、途中で事故が起きるっていうことをやっていくの

ではなく、今の段階からしっかりと保全予防をしないと、その負担というの

は将来の子どもたちがしていくことになるということであります。 

そういうことを含めて、歴史文化だけでなくてインフラ整備も、それも財

産と考えた中で、皆さんといろいろ意見を出していければと思います。 

まず 1 つ目の協議の視点として、そうした中の地域の特色ある文化財を活

用してもらうための方策等について、まずは皆さんからお話を伺いたいと思

います。 

○教育長（吉田 健） 今回、文化財が中心ということですが、先ほど市長から話

がありましたけれども、インフラのことも含めて、相通じるところがあると

思っています。 

今回のこの文化財をテーマとして、いくつかあった候補から、私がこれに

賛成した理由が、2 つあります。まず 1 つは私ごとですけれども、高校のとき

18 歳まで弘前にずっと育ってきたわけですが、そのあと 40 年、他に移って、

それでまた改めて 40 年後に帰ってきたときに、弘前ってこんなにすごい魅力

があるのだと気づきました。例えば文化財にしろ、簡単に文化財、お城だけぐ

らいのイメージでいましたけど、縄文からずーっと脈々と昭和までですね、

しっかりと文化財が残っているといったことは、これはもう世界に誇れる弘

前の財産だろうと思うのです。そこで育った人間がやっぱりこの文化財を理

解して、誇りに思って生きていくということが非常に大事なのかなと思った

のがまず 1 つです。 

それからもう 1 つが今、教育改革というものが非常に進んでいて、我々の

頃は、とにかくこれくらいの参考書でこれを暗記すれば、いい大学にいける

よといった詰め込み式の勉強というのが中心だったのですけど、今はもうそ

れでは通用しなくなっている。コンピューターには勝てませんから。じゃあ

何が求められるかというとやっぱり、考える力だとか、自主性、主体性という

言い方をしますけれども、自分で考えるっていうようなことが大事になって
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くる。そうした場合に、その題材がなにかとなった場合にはやっぱり文化財

がある。こんな身近にすばらしい素材があるのであれば、それを活用してや

れば、もっともっと広がるのではないか。教育が広がるのではないかなと考

えたからです。まだまだもっと余地があるなと。 

先ほど文化財課の方からの説明にもあったように、そういったことを教育

委員会でも進めてきましたけども、やっぱり子どもたちの本当に主体性だと

か、探究心だとか、これをもっと勉強したいなとかこれもっと知りたいなと

いう興味をもっと刺激させるような、そういった取り組みが必要なのかなと

思うのです。これは文化財にかかわらず、弘前には、その他にもいろいろなも

のが残っておりますので、そういったものをうまく引き出す方法はないかと

いうことで委員の先生にいろいろとお話を聞いて議論したいなと、こう思っ

ております。 

○市長（櫻田 宏） どうもありがとうございます。こういうご意見をいただきま

したが、その他にも皆さんから、どんどん出していきましょう。 

○教育委員（村谷 要） 冒頭市長から、東北屈指の文化というお話がありました

けれども、もう日本屈指のといっても良い位、やはり当市の文化財っていう

のはいえると思うのですね。今、教育長からも話がありましたけれども、様々

な文化財、要するに過去、現在、今、未来に向けてという素材を含め、非常に

幅広くあるのが弘前だと思っています。 

今回は教育委員会としてできる取り組みについて協議ということですので、

文化財をどう使って、小中学校の子どもに向けていくかというところですけ

れども、実は大人の私たちもよく知らないものがいっぱいあるのです。ほぼ

知られてない、その分野の専門の人しか知らないみたいなものがたくさんあ

ります。そういったものがたくさんある中で小中学校の子どもたちに興味を

持っていってもらうきっかけをどう作るかという、仕組みをどういうふうに

教育委員会として作っていくかということはすごく大事であり、それを改善

しながら、継続していくような仕組みづくりをぜひやっていただければと思

っています。 

例えばわかりやすいのが、私たちが小さい頃は身近に見えていたのです。

私たちが子どものころはねぷたといっても今みたいな形ではなく、町内だっ

たり、近くにそういう団体があって、遊んでいて近づくと、いろいろ大人の人

が教えてくれたり、宵宮に行ってもそうでした。例えば、私は第三大成小学校

の学区なのですけれども、第三大成小学校の向かいに小野印刷があるのです

が、その裏側は鶏を絞める場所だったのです。鶏が鳴いていると、子どものこ

ろよくそこを見に行って、鶏を絞めるのをちょっとおっかなびっくりで見て

いると、大人の業者の方が見ている子ども達に向けて、いろいろ説明をして
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くれるのですよ。部位を分けて、焼き鳥を食べるだろう、鍋を食べるだろうっ

て。そういう食べ物になるんだぞということを教えてもらいました。 

そういうのは、小さい頃、普通に町の中にありました。楮町が今も大町の

方にありますけどもあそこってそういうところだったのですよ。今も太鼓屋

さんや剥製をつくっている会社があって。実は弘前は、町名自体が町印って

いうのをつけておりまして、説明にも書いていますけども、それもきちっと

残っていて、元々どういう町だったっていうのは見えてきます。ものすごく

素材がたくさんあるのです。 

配付された資料の中にも、今まで学校でやってきた取り組みっていうのが

書かれているのですが、すごくいい取り組みできっかけづくりをされている

なというのはわかるのです。ただ、これは点としてはあるのですけれども、こ

れが線で繋がって、立体的に面で見えるような、そういう仕組みを作ってい

ければなとすごく感じるところです。 

例えばわかりやすい話でいうと、昔からこの地域には鉄の文化があります。

1000 年以上前からといわれていて、二唐さんという鍛冶屋さんが今も残って

いますけれども、古くにはもっとありました。岩木山周辺には、製鉄の遺跡が

100 基以上出ており、そういった埋蔵物は、弘前市でも保管している。今でも

鰺ヶ沢で製鉄炉の遺跡が 1 機だけ昔の形のまま保存しているので、鍛冶屋さ

んの若手の 30 代の職員さんたちと一緒に埋蔵物などを見に行ってきました。

その前の日にちょうど、二唐さんで製鉄炉の清掃をしていたのを私も見てい

たのですけども、そのときに鉄の塊みたいなものがいっぱい出てくるのです。

それと同じものが埋蔵物にあるのです。埋蔵物の中に木で作られた道具もあ

るのですが、形状を見ると、今使っているものとほぼ変わらないのですよ。素

材は変わったりしますけども、やっていることはそんなに変わらない。そう

いうものが見えてきたり、そういうものをもっと見せてあげると、面白い。子

どもたちもわかりやすくなる。過去にそういうものがあって、今もそういう

ふうなのがあって、未来はじゃあどうなるのだろうというのが見えるような、

そういう気づかせをしてあげて、興味を持ってもらうっていうのをやること

ができればよいと思う。 

これはあらゆる分野でもできます。津軽塗然りこぎん刺しもそうですし、

建築物もそうです。小中学生に前川國男さんの建築物をただ見せて、ル・コル

ビジェといってもピンとこないです。何がすごいのかという、バックヤード

をきちっと、教えてあげればわかる。 

数学の授業で、皆さんも習ったピタゴラスの定理ってあるじゃないですか。 

三角形の直角三角形の。定理で暗記しなさい。A の二乗+b の二乗＝c の二

乗みたいな。こういう定理だよ、覚えてきなさいだと興味が沸かないですよ
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ね。私が中学生の時の先生で面白いと思ったのは、ちゃんと図を書いて、その

辺の長さと同じ正方形を作って、桝目で切っていって、これらをまとめてか

ざすとこうなるだろうっていうところを見せてくれた。また、ピタゴラスの

定理だけれど、ピタゴラスという人が考えたわけじゃなくて、その人の名前

がついただけで、それはエジプトのころから、もうわかっていた定理なのだ

よということ。この定理を用いて石を削ってピラミッドが作られた。今も実

はスポーツ医学の中でも使われていて、スポーツの競技の中でも例えばパス

のときにコースとかを設定する際に使っている。もちろんパソコンの中でも

使っている。という、話をしてくれた。 

今ある文化財が、昔こういうのを作って今ここに残っている、なぜあるの

かということを、わかりやすい事例などを見せてあげるようにして、興味を

持ってもらうきっかけを作ってあげると子ども達にとってすごく面白い話に

なるのかなと思います。 

やっぱりそういう何かきっかけが必要だと思います。本当にたくさんの点

が埋もれているので、それを 1 個 1 個つないであげてほしい。伝統工芸でい

うと、津軽塗。400 年前の築城で、全国からいろいろ職人が来てできたもの

で、もともと津軽塗があったわけじゃない。漆はあったけれど、そういう技法

はそれまでなかった。それをやるためには木工の道具があったり、刃物があ

ったり、いろいろ道具で、と全部繋がっている。要するにそういう職人さんの

伝統工芸というのはいろいろ道具や技術が繋がっていたもの。それらを 1 個

で独立するのではなくて、関係性があって、といったことを辿るきっかけを、

興味を持ってもらうきっかけを作ってもらいたい。 

学校訪問をしてわかっているのですけども、授業の中でとなると、先生に

はやはり限界があるので、そこはその分野のプロが持っているノウハウや情

報といったものをシェアリングすればよいと思う。先生が負担を持ってやる

のではなくて、そういう方々の協力でできるような仕組みがあれ良いのでは

ないかと思います。 

わかり易いものを組み込んで、今あるものが過去のここから始まって、今

こうなるっていうことが、繋がっていくような。それが今博物館で展示され

ている津軽家の話も、こういう史実だけじゃなく、それがどう繋がるという

ような仕組みを、子どもたちの分野にも持っていけるような仕組みづくりを

ぜひやっていただければと思いました。 

○教育長職務代理者（日景弥生） 先ほど吉田教育長が、いわゆる 1 回外に出てま

た戻っていらしたっていうことを仰っていましたけど、私は全く逆で、生ま

れが埼玉で、姉妹都市のうちの町は利根川をはさんで川向う側にあります。

多分、こちらの方たちも行ったことがある方もいると思いますが、すごい数
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の神社があるのですよ。田んぼや畑の真ん中に急に何だこれはと思って見て

みると、徳川家とゆかりのある神社が周りの風景と場違いな感じであって、

そういうところなのだと思って見ていました。事務局からの説明で当たり前

になっているという話がありましたが、違う立場から見ると、私これとって

もいいと思うのですよ。 

当たり前って大事じゃないですか。むしろ、そういうものが本当に身近に

あって、何というか生で触れられるというか肌で感じるというかな。そうい

うふうに感じられるということはもうそれだけで、学ぶ要素があると私は思

っているのです。だから、決して当たり前は悪くないと、むしろいいことだと

とらえた方がいいのではないかと思っています。 

資料でいただいている文化財マップなどはすごいですよね。情報によれば、

市内の 25 の小学校がやっているとありました。ということはほとんど全部の

小学校がやっているのではないかと思うのです。そういう市ってあんまりな

いのではないかなと思うのですね。だから誇れるものだと思います。 

それで、多分いくつかの学校は、何か理由があってできないのだと思うの

です。もし可能ならば、こういうことをやっていない学校に、できない理由を

挙げていただいたり、一方で、なさった学校には子どもたちにこんな効果が

あったっていうことをはっきり発表していただければ、もっと取り組み内容

の具体化ができるかなあと思いながら拝見していました。 

こういった取り組みはいずれも、いわゆる小中学校だと総合的な学習の時

間、高校になると探究の時間というふうに表現が変わるのですが、要するに

子どもたち自身がみずから課題を設定して、それに向かって取り組んでまと

めていき最後に発表いうものになると思うのですね。 

言い換えると、今日の協議事項の郷土を愛する心を醸成するためには、そ

のような探求する、やってみるという場面をどれだけ設定できるかにかかっ

ているのではないかと私は思っています。 

ですからこれについても可能ならば、市内の小中学校でマップに限らず、

具体的にどんなことをやっていますか、何学年がどこでこういうことやって

いますというリストを出していただければ、各学校は相当頑張ってやってい

るのではないかと私は思います。なぜならこんな卍学みたいなものまで出し

ちゃっているわけですからやっぱり活用しないわけにいかないと思うのです。 

むしろそこをデータとして出していただけると、もっとこんな活用の方法が

あるのではないかということが、具体的に見えてくるように思います。 

あわせて、令和 6 年度の教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び

評価報告書っていうがありまして、これは昨年末のものですけれど、同じも

のが載っていて、2023 年度は二重丸で、すごくいいのですね。2024 年度につ
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いてはまだ終わっていないので、出ていませんが、こんなことをやりますと

いうことや、2025 年度もこういう方向でいきますということが書いてあるの

です。 

ですから、いろいろなデータを見ながらお考えになって書いてくださった

と思いますので、同じような内容が、かなり繰り返し出てきているところも

あったりするので、繰り返して出すということはやっぱり何かの事情がある

のだと思います。だからそういうものをもう少し情報提供していただけると、

私としてはお話しやすいなと思っています。 

まとめると、やっぱり弘前そのものはもうすでに今日の課題提起のように、

もう文化財に溢れていると。そういう中で子どもたちが自然に目に触れ、体

験したりすると、それを学校という場面はもちろんですが、もしかしたら、そ

の地域とかそういうところでも、活用できるようなことをしていって、もし

活用できない、何か理由があるならば、何かということを明確にしてもらい

たい。 

ただ一方で、ちょっと横に逸れますが、学校働き方改革検討会議をやって

いて本当にわかることは、特に小学校は時間がないのですね。先生たち自身

がお茶も飲めないしトイレにも行けないようです。そういう中で、もっと増

やせというのは酷ですよ。だから今は、やっている中で少しリニューアルし

たりとか、もうちょっと組み替えたり或いは少し上乗せをするとか、まずは

できるところからやっていくということではないでしょうか。新たに何かを

作るというのは、現状ではほぼ不可能に近いのではないかなあと思っていま

す。 

○市長（櫻田 宏） わかりました。先生方にあれもこれもという状況になってい

ると。子どもたち中心の視点を忘れないようにして、何ができるか、というと

ころですね。 

○教育委員（伊東 重豪） 私も吉田教育長のように、やはり子どもの頃ってなか

なか、どうなのでしょうね。最近の若い人にしても少し文化財は担うという

かですね、何か少し反発心を持つというか。1 回出て帰ってくると、それが少

しまた見方が変わってくるということはあると思うのです。 

なぜそう最初は反発とか毛嫌いを覚えるかということについて、少し元を

紐解いてくと、もともと日本人は、最近の日本人に関しては特に、国だとか、

郷土に対する愛情とか、人間のバックボーンみたいなところがかなり希薄に

なってきていて、自分がこういった、日本に生まれてだとかこの津軽に生ま

れてこういう芯を持ったものであるというところがやっぱり少し薄いのかな、

と思うのです。これはもう、現在の風土だから仕方ないのかもしれないです

が、そこをもう少し刺激してあげられるような取り組みができれば良いので
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はないかと思います。 

あとは今、核家族化が進んでいて、昔でしたら伝統文化などは伝承されて

きたわけですけれど、そういう機会がすごく希薄になっています。そういっ

た伝承が少なくなっている中、学校をちょっと違うような使い方をして、ご

老人の方々が入ってきて少しコミュニケーションしながらそういった機会を

設けていく。それでまた弘前の魅力を再発見していただくということは、実

験的に使える学校もあるわけですので、非常にすばらしい力になるのではな

いかとは思っています。 

弘前は観光都市でありますから、子どものころからそういった自分の観光

文化財に触れてその魅力を知っていくことで、おそらく将来の産業発展にも

かなり繋がって、さらに将来の弘前にも繋がると思います。やはり身近にあ

っても魅力を知らないとやっぱり取っつきがたいと思うのですね。弘前の文

化財にはどういった魅力があるということを知ってもらうテーマが必要だと

思います。文化財マップを作るとかこのクイズ問題というのもすごくいい取

り組みだなと思って見ていました。 

先ほど日景委員が言ったように、この汲汲なシステムの中に時間をどうや

ってうまく入れていけばいいのかということが 1 つ課題だと思っています。

参加している小学校と参加してない小学校を差別化して、どうしてそうなっ

ているのかということを少し紐解いていくことが、また何かの糸口になるの

かなと思います。参加している学校はいいのですけど、参加していない学校

はなぜできないのかということを、アンケートなどをとりながら、理由を探

ってみるのも 1 ついいと思っています。 

すいません。取り止めのないことになってしまったのですが、私の方から

はそういったところです。 

○教育委員（齋藤 由紀子） 私は秋田県出身ですので、弘前に来まして、見るも

のすべてが新しく、弘前の文化財はとても素晴らしいなと思っています。ま

ず、お城を最初に見たときはびっくりしました。そして学校訪問等で、本当に

知らなかった、例えば材料ですとか、そういうところも伺わせていただいて、

私自身、興味を持ちました。 

村谷委員は、きっかけづくりが大事である。また大人も知らなければいけ

ない。日景委員は、もっと小学校に負担を増やすのは大変だという話から、や

はり保護者の出番といいますか、保護者も、頑張っていかなければいけない

かなと思いました。 

夏休み、冬休み前になりますと、博物館で親子鑑賞会というご案内をいた

だくのですが、こちらは、親子に限らず、保護者と子どもで参加すると保護者

が無料になるということで、私はもうありがたくて参加させていただいてい
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ます。親子で文化財について学ぶという機会になると思いますし、私も知ら

なかったことがたくさんありますし、子どもも博物館に足を運んで知るとい

う、とてもいい機会だと思いました。そこでいただいた前川國男建築カード

ですとか、縄文カード、イノッチが載ったカードですとか、そういうものをい

ただいて、さらに次の文化財を見に行ってみようというきっかけにもなりま

した。学校で進めていくのと並行して、ぜひ親子で一緒に文化財を回るとい

うことも、大事だなと思っています。 

あと、二十歳の祭典で、市民会館について前川國男建築の説明があったの

もとてもよかったです。 

○教育長（吉田 健） そうですね。 

○教育委員（齋藤 由紀子） 壁の色っていうのをやっぱ知らなかった成人の方が

多かったので、とても興味深く見ていらっしゃったので、あれは来年も、その

次も説明があればいいかなというふうに思いました。 

○教育長（吉田 健） はい。本当に。照明がそうなっているとかね。それ、私も

わからなかったのですよ。 

○市長（櫻田 宏） そうですよね。そういうところに、歴史的なものといいます

か、文化財だけでなく、昭和のものがそうですよね。 

市民会館は 50 年経った時にリニューアルをして建築当時の状態にまた全

部直しているのです。昭和の時代としては、全国屈指のホールなのですよ。ス

テージに立って、マイクなしで話している声が一番後ろまで届くという。さ

すが音の前川というと、ここまですごいところはなかなか無かったから、コ

ンサートや舞台をやっている人たちもこの会場がいいのと選ばれていた。そ

ういうことが子どもたちに伝わっていけばいいですね。 

その時代の歴史を学ぶ。私たちが詰め込められた、暗記するというのでは

なくて、身近なところに、そういうのがあるというふうに気づいていくとい

うことが、素材としてたくさん弘前にはあると思うわけです。もっともっと

うまく生かしていけばいいのかなという感じがしますね。 

先ほど齋藤委員のお話の中に、親子で一緒に見ていくという話もでました。

親が知らない。親子で見て子どもが関心を示しているものを親が見ていくと

いう状態が話題としてまた家庭に入ってくるし、学校でもそういう話題にな

る。先生方も一緒に見ていく。無理なく、同じテーマでそれぞれの視点のこと

をお話ししていただくといったことにもなっていくのかなと思う。 

そうすると日景先生がおっしゃった通り、先生の負担が今増えている状況

でありますので、いかに負担ではない状態を、効率よくすることによってそ

れが軽減されていくということに繋がる仕組みができればいい。 

○教育長（吉田 健） やっぱり、あれもやれこれもやれというふうなのは学校に
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強いることはできないと思います。たくさん素材があるっていうことなので、

逆になぜ受けられないかという話を伊藤委員からもお話ありましたけど、や

っぱり小さいときっていうのはそういう、すごいものをたくさん見ているの

だけど、素通りですから。その中で自分が興味持つというか、数多くいろいろ

ものに触れさせるということが大事なのかなと思います。 

学校の先生だけに全部お任せするのではなくて、ゲストティーチャーだと

か、先ほど話にもでたように地域の人とか親子とか、これに詳しい方が近所

のおじいちゃんおばあちゃんにいるので、とかそういう方をどんどん活用で

きるような仕組みができればいいのかなあと私は感じました。 

いや、文化財があるのは当たり前にあることも日景先生もおっしゃってい

ましたけれども大いに結構なんですよね。何を本当に題材にしても面白いで

す。 

この前、お城が趣味だということで私の友人が弘前に訪ねて来まして、そ

の友人が語るには、いま日本には１２のお城が現存しており、弘前もそのう

ちの 1 つだと、絶対こなきゃ駄目だと思って、見に来たというような話をし

ておりました。その中で、国宝はそのうち５つしかない。ではなぜ弘前城は国

宝にならないのか、お堀も残っているし、という話をしました。これはすごく

難しい問題で、これ高校生とか大学生とかが取り組んでもいいような大きい

テーマにはなるのかな、政治とかいろいろなものが関わってくる。そういっ

たものにやがて発展していくような話でした。 

この冊子を作ったのも簡単な内容だけにあえてしているのですが、これを

やってあれっ？と思ったら、これには書いてないことをいっぱい調べられる

ような、そういう仕組みになっていますよね。そういった形できっかけづく

りがすごく大事なのかなあと感じましたね。これ面白いなと思ったらやっぱ

り、子どもたちは興味を持つのですよね。 

これは文化財だけでなくてもいいと思うのですが、弘前は今、健康都市宣

言や SDGs ゼロカーボンを取り組んでいますけれども、例えば身近なところ

で、暖房器具、ほとんどのところは電気とか石油だと思うのですけれども、薪

いうのは非常にサスティナブルだと言われていますよね。ではそれはなぜ？

それを調べてみましょう、とやる。そのときに、何人かいるうちの２、３人は

興味持つかもしれないけど、興味持たなくてもいいのですよ。だったら次の

題材だ、といってやると、それぞれが、これちょっと研究したいなとか、探求

したいなと思えば、自分でテーマ、ピッとこう来たら、それを調べていくとい

うのが大事なのかなと思いますね。だからとにかく題材を与えてやる。それ

はやっぱり、ゲストティーチャー、地域、親、子、そういったところかなとい

うのが今、話を聞いてちょっと感じました。 
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各学校ではいろいろこういった地域学習は行っているので、学校指導課あ

たりには資料が集まっていますよね。やっていない学校なんてないですよね。 

○学校指導課長（工藤 利彦） そうですね。 

○教育長（吉田 健） ただ、やはりそこの時間のかけ方とか、そういったところ

は、各学校によって違います。それは違って構わないと思いますし、同じにな

る必要はないと思うのですが、だけどやはり子どもたちのやる気だとか、探

究心とか、なぜなのだろうとか、不思議に思うような、そういう気持ちを育て

るために、どういうふうなことが必要なのかなというのは、必要か思うので

すけどね。これでいいということはないと思うのです。いろいろことやって

みなきゃならない。 

○教育長職務代理者（日景弥生） 弘前に来て学校のことで、ああなるほどと思っ

たことがあります。 

例えば、多分市内のすべての小学校や中学校でこぎん刺しをやっているの

ですよ。これはやっぱり 1 つの売りだと思います。すごいでしょ。それから、

図工とか技術で版画をやっている。棟方志功の影響だと思うのですが、そう

いうのをやっているということは、ほとんどこれ全県かもしれないですね。 

○教育長（吉田 健） そうですね。棟方志功展もあります。 

○教育長職務代理者（日景弥生） 愛媛なんかだと、俳句をやっていますよね。俳

句ポストとかいっぱいこうあってね。そういうものが、それぞれの地域の特

徴だと思っています。でも弘前の今言ったようなものは、かなりの特徴です

ごいなと思いましたね。版画はある程度どこでもやりますけど、だけどあそ

こまで、版画のコンクールがあるというのは中々ないです。展示を見に行き

ましたけど、すごい力作が多いですよね。 

○教育長（吉田 健） 美術展とかで市長賞とか教育長賞とかってありますよね。

弘前は美術展っていうのを、ずっと伝統的に市でやっています。今年も今の

時期、2 月頭ぐらいには毎年やっています。 

○教育長職務代理者（日景弥生） あと資料にはないですが、教育長から、もうそ

れは今必ずしもやらなくてもいいのだと、学校裁量だと言われたのがリンゴ。

社会科かなんかで、リンゴの剪定だとか自分とか剪定とか、うちの子どもた

ちのときも行ってきました。ラベルを貼って、最後に収穫するのだという。こ

れはもう地域文化というより産業ですけれど、やっぱこれは特色あるなと思

います。やっぱりシャインマスカットだとできないと思うのです。 

○一同 そうですね。 

○教育長（吉田 健） 昔はりんご畑がたくさんあったので、全員ができたと思う

のですが、今は街中にりんご畑はなかったりするということで、それよりは

ねぷたの方に特化するという学校もあります。そこは地域に合わせて学校で
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考えればいいということで、必修とすることはなるべく控えましょうという

意図なのです。けれども、だから何もやりませんではなくて、それに代わった

ものを、やると。それを深めていく。リンゴをとにかく深めていく学校ってい

うのはもちろん。もう、船沢や東目屋や相馬とたくさんあり、販売までやって

いますね。いろいろやっています。そうするともう街中の学校はもう太刀打

ちできず、ローリングの事業に参加して、体験するぐらいしかできないので

す。 

○教育長職務代理者（日景弥生） 今のような各学校が頑張って、時間を捻出した

り先生たちも準備しながらやっていく中で、どんな成果があったかというこ

とが見えてこないように思うのです。つまり、学校の中ではある程度成果の

共有ができても、学校を超えての情報共有とか情報発信ができてないのでは

ないかと。 

こういう大変さはあるのだけど、でもこういう成果があったと天秤にかけ

たとき、やっぱりやってよかったよねというふうになると多分次の年度もや

るのだと思うのですね。そういうようなのをそれこそホームページでも何で

もいいのですが何かできないのかなと思うのです。 

○市長（櫻田 宏） 成果の発信ですよね。発信されてないのでやっているかどう

かは伝わっていないという。これは、市役所全体にも言えるのですけど。 

○教育長（吉田 健） 子どもたちの何か成果発表っていうのは、ホームページに

載っていないですか。 

○学校教育推進監（福田 真実） ホームページでの発信は確かに弱いです。ただ、

保護者向け、地域の方向けに学習発表会や参観日等では発表しています。 

○教育長（吉田 健） もっと広くやった方が、子どもたちの意欲に繋がるのかも

しれないですよね。 

○教育委員（村谷 要） できれば子どもたちがホームページを作って、みんなで

それを発表の場で共有して使えるようなものがあればよいのでは。先生がサ

ポートしなくても、市内の IT 企業のノウハウ、知識とかを使って構築するよ

うな形でできると思います。私が商工会議所にいた当時、ホームページの作

成のコンクールを募集すると附属小学校とか石川小学校とか何校か、生徒さ

んと先生で申し込んできてですね、結構できる子どもも中にはいるし、そう

いうのを教えてくれる、IT の企業の講師を囲んでみんなでやるというような

作りを含めるといいですね。 

○市長（櫻田 宏） タブレットはもう使われているので、休み時間や授業などで

どんどん活用していければいいですね。 

○教育委員（村谷 要） 先ほどマップって出ましたけど、インターネット上にマ

ップが 1 つあると、この場所でこういうことやったという情報をそこに出せ
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るようなものがたくさんあるといいですね。そこに定常化していけるような

もの、その場を 1 つ作ってあげるだけでね。 

○教育長（吉田 健） やってみてそこに到達するっていうことになります。そん

なに面倒なことではないかもしれないですね。 

○教育委員（村谷 要） 全然そんなに難しくなくできると思います。先生が教え

るのではなく、そういう企業の人にやってもらう。ホームページを作るとき

はこういうことができますよということを教えてもらい、その際に、インタ

ーネットを活用する際はこういうことやっちゃいけないよというところまで

そういう人に教えてもらうような、そういう環境を作ってあげればいいと思

います。 

○教育長（吉田 健） 仕掛けは教育委員会がやるという。 

○教育委員（村谷 要） そういう場所を 1 ヶ所作ってあげる。発表は割とそうい

った形で簡単に、子どもたちは面白くて、むしろどんどん参加しそうですよ

ね。 

○市長（櫻田 宏） そうですね。 

○教育長（吉田 健） 競い合って、あそこの学校がこんなことやっている、うち

の学校も！と子ども達自身が思い、刺激し合う可能性が高いです。あそこの

学校は強いな、うちは弱いなとか、小学生がそれだけのことをやっているな

ということは感覚的にはありません。中学校はちょっと勉強が忙しいってい

うことにはなると思いますね。 

○教育委員（村谷 要） 先ほど教育長からもお話がありましたけど、例えばカー

ボンゼロなどの SDGs を含め、市の総合計画のもとやっぱり教育委員会も乗

っかってできるものという、さっきの薪がすごく面白いと思うのですよ。今、

生活の中で子どもたちが火を見なくなっていると思うのですが、木が燃える

という仕組みは薪ストーブを見るとすぐわかります。木が燃えるというのは

繊維が燃えているわけではないのですよ。燃焼ガスが出て、ガスが発火して

燃えるという仕組みもわかる。あるタイミングでボッと燃える。やはり火を

見ないと。人類の一番最初の、発展の動きですから。 

○教育長（吉田 健） そういった環境の問題は、専門家を呼んで、いろいろと指

導してもらうというのもよい。私も今の話を聞いてはっと思ったのは、ちょ

っと前までは割り箸は、使い捨てだからよくないと言われているけれども、

それは間伐材などを使っているものだからむしろ使った方がいいと言われる

ようになった。それでもって森林破壊といったものなどは問題があるなどと

いうことを、専門家の方から話聞くということはやっぱり大切だと思います。

そうすると箸の使い方とかマイ箸を持っていくとかといった話も出てくる。

いろいろ題材は文化財に限らず、いっぱいありますので。 
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○市長（櫻田 宏） そこに人々の生活あったのかということを知ることが大事で

すよね。より身近にわかりやすくなるのかな。 

○教育委員（村谷 要） 生活そのものが文化なのですよね。そういう地域の資源、

建物だけじゃなくて、空気水も、その資源なので、それを文化の中でどう使う

か。 

○市長（櫻田 宏） 時間なので、2 つ目の話題へ移します。市の事業はいろいろ

とあるなかで、先生方は忙しいというのは大前提でありますけれども、それ

を活用する学校が今固定化してきているということが、2 つ目の課題となっ

ています。いかに学校に活用してもらえるかといったことについて思ってい

ることがあればお願いします。 

○教育委員（村谷 要） これまで働き方改革とかいろいろお話あった中で、固定

化というものをどう変えるかという仕組みを作る必要があると思います。そ

れとやはり今、市の総合計画の中でも、シェアリングシティーを目指すとい

うことも、部分的にも入ってきているではないですか。総務省でもそういう

シェアリングをしていって、誰もがそういう知識だったり、労働時間だった

りというあらゆるものをシェアしてやっていこうっていう考え。そういう考

え方のもとで、それは教育についてはやっぱりやっていくべきだと思います。

もう、どんどん少子化になり、教える人を含め、建物などもあらゆるものが迫

ってきている中で、どう教育をみんなで、地域で、自分の持っているノウハウ

や知識を含め、あるものはやっぱりシェアしてやっていくべきだと思います。 

これは決してボランティアで求めてはいけないと思うのですよ。きちっと

有償で行うという仕組みを作って、市で今シェアリングでやっている雪片付

けも、ボランティアではないですよね。 

○市長（櫻田 宏） ちゃんと有償にしました。 

○教育委員（村谷 要） そういうような流れを作らないと、ボランティアじゃ絶

対前にいけないので。 

○市長（櫻田 宏） ボランティアの無償化ってずっと問題、課題でした。 

○教育委員（村谷 要） 無償化とボランティアって全然違うのですけどね。 

○市長（櫻田 宏） ボランティアは有償ですよということですよね。ボランティ

ア、イコール無償というイメージを日本人は持っているのですけど、そもそ

もボランティアとは有償のボランティア。それが何でもばらまきの無償化が

入り過ぎてしまったので、何でもタダでとやってくれると思われている。で

も今回弘前市の間口除雪については 1 時間 1500 円ぐらいで大学生がアルバ

イトをするというものをスマホでマッチングしています。隣の家の除雪をボ

ランティアでやるということは美しく聞こえるけれども、その家の人にとっ

ては、お金を少しでも払った方が気持ちは楽だと言うそうです。 
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○教育長（吉田 健） ただほど怖いものはないっていうことですよね。 

○市長（櫻田 宏） あそこの家はお酒をあげたからといって、うちはこれあげた

からと、それでまた競争をして、逆に意味のないことになっていく。例えば

もう単価いくらですという内容で市もやっておりますが、ご近所 3 軒ぐらい

を 1 時間で、間口ってそんなに大きくなければ、1 時間かからないじゃない

ですか。２、３軒がまとまって、お願いをすれば、その分を全部やってくれ

て、金額を割り勘すると安くなるとかですね。そういうことをどんどん広め

ていきたいなと思います。 

○教育委員（村谷 要） 教育現場でもやられた方がいいと思うのですよ。いろい

ろなことが何でも先生におんぶにだっこである。 

○市長（櫻田 宏） 自分たちが親としてやるべきことは親としてだし、地域に暮

らす人としてやるということは地域でやるという。 

○教育委員（村谷 要） そうなると予算化が必要になってくるので。 

○教育長（吉田 健） ぜひ予算が組まれたいですね。無償はやはり私は駄目だと

思っています。額は少なくとも、何かお礼をするというか、そうでないとやは

りお願いはできませんよね。 

○市長（櫻田 宏） りんごのアルバイトで人工授粉のボランティアを自衛隊がや

ったこともあったのですが、今はしっかりとデイワークという形で１時間い

くらということになりました。アルバイトだと大学生達は、1 時間だけアル

バイトに行くという仕組みもコロナの時にできたのですよ。こんなふうに無

償とは聞こえはいいのだけど、長くは続かない。続くためには仕組みにして

いく、さっき言ったような仕組みなのですよね。 

○教育委員（村谷 要） そこでちょっとご提案したいのが、予算を作るために、

いろいろ毎年予算が出ているので、例えばストーブは今年何台買い替えで何

千万円かかる。食器にはいくら。とかいろいろなものがそういう形ででてい

るのですけど、購入するのではなくて、リース或いは経費で、月ベースでもう

固定化してしまうという考えです。IT 関係は、毎月、全学校で幾らというこ

とをきちっと積み上げて、経費にしていく。もちろん償却しないそういうや

り方でいくと、何千万円何千万円とぼんぼんと毎年出るよりは、そこで浮い

た分を、教育の部分で一番大事なところの予算に回すような仕組みをぜひ検

討していただければなと思います。 

○市長（櫻田 宏） どんどん技術も新しくなっていくなかで、買ってしまったら

もうそれが古くなるだけですものね。 

○教育委員（村谷 要） その 5 年というリース期間で、次に買い換えるとき、最

新の値段はそんなに変わんないですよ、まず。最近のパソコンなどを見ても

そうですけども、そんなに値段は変わってこないので、どんどんやっぱり新
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しい機能のいいものを子どもたちに、提供できるような仕組みをぜひ取り入

れていただきたい。 

○市長（櫻田 宏） 市の事業を活用する学校の固定化というよりも、学校の方で

やりたいということを市の予算も柔軟に対応できるような線に変えていけば

いい。 

○教育委員（村谷 要） そうするといろいろシェアの仕組みにも対応できるよう

になっていくと思います。なぜかというと、たしか、もう今の補助金もそうい

うものに対応するようになっているはずなので。リースにも対応するわけで

すから。 

○市長（櫻田 宏） 今弘前は観光の環境整備をどんどんやっていて、ガイド学校

を立ち上げたのですけど、養成だけではなくて卒業後の仕事まで準備すると

いう、トータルでの仕組みを作りました。全国でそこまでやっているところ

はないので、観光庁からは今 10 分の 10 の補助事業が取れるかもしれない。

こういう仕組みでやっているということをある会議で出したら、ちょっと説

明してくれというのでうちの職員が観光庁まで行って話をしたらですね、そ

れが補助制度になるというか、10分の 10のモデルケースにはなるのですが、

2000 万つくという話が出てきています。 

そういうことができる、教育現場も文科省の考えでそういうことになって

くるので、補助事業ができたのに手を上げるのではなくて、こういうことを

やっているということを向こうにアピールすると、それが補助事業になって

いくという。こういう予算の獲得の仕方をしていかないと、なかなかこうお

金は回ってこないなと思うのです。 

こうした主体というものをたくさんできれば、それをどうすれば仕組みに

なるかということをしっかりと考えて、次はモデルケースで自分たちがやる

のだという話をすると、それを文科省としてもやっていきましょうとなるか

と思います。 

自衛隊では 56 歳で退職しているため、元隊員をいろいろ現場で活用する。

地域公共交通の担い手がいないので、バスの運転手をやってくれる。自治体

と自衛隊がマッチングしたことは、全国で初めてのパフォーマンスだったた

め、もう全国の自衛隊から、弘前ではそういうことやったと聞いたという問

い合わせがありますし、もう全国の仕組みになるわけですよ。 

○教育委員（伊東 重豪） 自衛隊の方は本当にあの若い年代でやめて有り余って

いるエネルギーというか、まだまだずっと人生がありますからね。すごくい

い仕組みづくりですよね。 

○市長（櫻田 宏） 弘南バスに聞くと、56 歳は若い方ですとのことでした。体

調さえよければ 70 歳でも普通に運転してもらっているそうです。そうすると



 

19 

56 歳からだとあと 15 年は働いているわけですよ。 

○教育委員（伊東 重豪） 今の運送業界とかの本当に人手不足にはやっぱ救世主

になり得ますからね。 

○市長（櫻田 宏） 市の事業を活用してもらってないということよりも、活用し

たい事業が上がってくるような、そこに市が予算をつけ、柔軟な予算の枠を

取っていくっていうことがいいのかなと思います。それぞれの学校の特徴に

合わせて、そういう補助制度にしていく方がいいと思います。事務方が大変

になるのですけど。学校現場から意見を聞いていく必要があると思います。 

○教育委員（伊東 重豪） 市長も仰っていましたけど、新たなプロジェクトを作

ってそれを予算要求に上げてくるというような意欲が出てくるかと思います。

いい形じゃないですかね。 

○教育長（吉田 健） 新たな視点で教育の事業を立ち上げないと、なかなか予

算獲得までにはいかないということだと思います。それが結局は子どもたち

に返ってくるということですね。貴重な意見がいっぱい聞けました。すぐに

でも取り入れなきゃならない。見えてきました。 

○市長（櫻田 宏） 予算の話は相談受けて、もし必要があれば年度の途中で補正

予算というのをやりますので、年度途中からでもちょっとモデルケースで、

例えば 10 月から取り組んでみたいというのであれば、6 月議会で補正をかけ

てもらいたい。どんどん案等が出たら、それを 1 年待つということはもった

いない。仕組みを作り上げて、予算要求をして、補正予算出すときは議会でし

っかりと議論しているわけですから。徹底的に議論をして可決してもらって

から執行した方がいいものになるのですね。そういうのに脱却していきまし

ょう。最後にこの言葉だけ。固定化からの脱却だけを提供します。 

○教育部長（成田 正彦） それでは、これをもちまして、令和６年度総合教育会

議を終了とさせていただきます。我々も既存の事業の中でいろいろ工夫をし

ながら、より子どもや学校が使えるような事業を進めていくようにと教育長

の方から常々言われております。弘前市長からも、場合によっては補正予算

をという心強い言葉をいただきましたので、そういったところも取り組んで

いければと思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

これで終了させていただきます。お疲れ様でした。 

 

午後４時１０分 閉会 

 

 


